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1 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.20～29� （⑴～⑶各 2点，他各 4点）

⑴　 Ａ・Ｂにあてはまる語句を次からそれぞれ選び，答えなさい。

〔　新人　　猿
えん

人
じん

　　原人　〕� Ａ（ ）　Ｂ（ ）

⑵　下線部ⓐ，ⓑの時代に使われるようになった道具を次からそれぞれ選び，記号で答えなさい。

ア　青銅器　　　イ　磨
ま

製
せい

石器　　　ウ　打製石器　　　エ　鉄器� ⓐ（ ）　ⓑ（ ）

⑶　下線部ⓒについて，次の①・②の川の流域で発生した文明を答えなさい。また，それぞれの文明に関係の

深いものをあとのア～エからそれぞれ選び，記号で答えなさい。

①　ナイル川　　②　チグリス川・ユーフラテス川

ア　くさび形文字　　　イ　甲
こう

骨
こつ

文字　　　ウ　インダス文字　　　エ　象
しょう

形
けい

文字

� ①（� 文明）・（ ）　②（� 文明）・（ ）

⑷　下線部ⓓについて，紀元前221年に中国を統一した秦
しん

の皇
こう

帝
てい

で，長さ・容積・重さの基準や，文字，貨
か

幣
へい

の

統一を行った人物はだれか。 � （ ）

⑸　下線部ⓔについて，地中海全域を支配したローマ帝国でつくられたものを次から選び，記号で答えなさい。

ア　ピラミッド　　　イ　コロッセオ　　　ウ　ジッグラト　　　エ　パルテノン神殿� （ ）

⑹　下線部ⓕについて，シャカ（釈迦）が開いた宗教を何というか。� （ ）

2 次の日本の時代区分について，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.30～35� （⑸各 2点，他各 4点）

Ａ　旧石器時代　/　Ｂ　縄
じょう

文
もん

時代　/　Ｃ　弥
やよい

生時代　/　Ｄ　古
こ

墳
ふん

時代

⑴　Ａの時代に使われていた打製石器が発見された，群馬県の遺
い

跡
せき

名を答えなさい。�（ ）

⑵　Ｂの時代の人々が食べかすなどを捨てた跡を何というか。� （ ）

⑶　Ｂの時代の末ごろに九州に伝わり，Ｃの時代には東北地方まで広まった農業は何か。

� （ ）

⑷　Ｄの時代に，奈良盆
ぼん

地
ち

に近畿地方の強力な王と有力な豪
ごう

族
ぞく

が構成する勢力が現れた。これを何というか。

� （ ）

⑸　次のア～エは，Ａ～Ｄの時代区分について述べたものである。Ａ～Ｄの時代にあてはまるものを次からそ

れぞれ選び，記号で答えなさい。

ア　むらや国ができ始めた。　　　　　　　　　　　　イ　大陸から漢字や儒
じゅ

学
がく

，仏教が伝えられた。

ウ　マンモスやナウマンゾウの狩りを行っていた。　　エ　土器を煮
に

炊
た

きに使う習慣が広まり始めた。

� Ａ（ ）　Ｂ（ ）　Ｃ（ ）　Ｄ（ ）

　最初の人類である Ａ が誕生したのは，今から約700万～600万年前といわれている。人類はしだいに

進化し，今から約20万年前には，私たちの直接の祖先となる Ｂ が現れた。狩りや採集をして移動しな

がら暮らしていたこの時代は，ⓐ旧石器時代とよばれている。やがて，農耕や牧畜が始まると人々の生活

は安定し，人々は同じ場所で暮らすようになった。この時代をⓑ新石器時代という。

　ⓒ紀元前3000年ごろから，大河の流域で文明が発達した。各文明では，巨大な建造物がつくられ，文字

も使われた。その後，ⓓ中国では国ができては滅び，ギリシャやⓔローマでも文明が発達した。また，７

世紀までに，現在も世界で信仰されているⓕ三大宗教も生まれた。

□
□

□
□

□
□
□
□

□

□

□

□

□

□

□

□
□
□
□

得点

／100点
定期テスト対策 ||| |||

実施時間のめやす⇨ 分教科書

標準編

25P.20~51

世界の古代文明と宗教のおこり〜
古代国家の歩みと東アジア世界⑵

単元１
単元４
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3 右の年表を見て，次の問いに答えなさい。⇨教科書P.36～41� （各 3点）

⑴　 Ａ・Ｃにあてはまる中国の王朝名をそ

れぞれ答えなさい。

� Ａ（ ）

� Ｃ（ ）

⑵　Ｂの聖徳太子が行った政治に関して述べた次

の文について， Ｘ に共通してあてはまる地

位をあとのア～エから選び，記号で答えなさい。

また， Ｙ・Ｚにあてはまる語句をそれぞ

れ答えなさい。

　聖徳太子は， Ｘ を頂点とする政治を目指し，役人の心構えとして， Ｘ の命令に従うことなどを含

めた Ｙ を定めた。また，有能な人を役人に取り立てるために， Ｚ の制度を取り入れた。

ア　豪
ごう

族
ぞく

　　　イ　大
おお

王
きみ

（天
てん

皇
のう

）　　　ウ　貴
き

族
ぞく

　　　エ　国
こく

司
し

� Ｘ（ ）　Ｙ（ ）　Ｚ（ ）

⑶　Ｄの改革を中心となって進めた人物を２人答えなさい。�（ ）　（ ）

⑷　 Ｅ にあてはまる，天
てん

智
じ

天皇のあとつぎをめぐる争いを答えなさい。� （ ）

⑸　Ｆにより，日本では律令に基づいた政治が行われるようになった。このような国家を何というか。�

� （ ）

⑹　 Ｇ にあてはまる語句を答えなさい。 � （ ）

4 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.42～51� （各 2点）

⑴　下線部ⓐについて，次の文にあてはまる，この時代の農民が負担した税や兵役をそれぞれ答えなさい。

Ｘ　収穫量の約３％の稲を納める。� Ｘ（ ）

Ｙ　地方の特産物を都まで運んで納める。� Ｙ（ ）

Ｚ　一定期間，九州北部を守る兵士となる。� Ｚ（ ）

⑵　下線部ⓑを何というか。� （ ）

⑶　下線部ⓑのころ，国
こく

分
ぶん

寺
じ

の中心として都につくられ，大仏が置かれた寺院を何というか。

� （ ）

⑷　下線部ⓒについて，都を平安京に移した天皇はだれか。� （ ）

⑸　下線部ⓒのころ，東北地方の蝦
えみし

夷を支配するために，朝廷から征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられたのはだれか。

� （ ）

⑹　下線部ⓓについて，藤原氏は，摂
せっ

政
しょう

や関
かん

白
ぱく

の地位を独占し，天皇にかわって政治を行った。このような政

治を何というか。 � （ ）

⑺　下線部ⓔについて，紀
きの

貫
つら

之
ゆき

らが編集した和歌集を何というか。� （ ）

□
□ 年代 できごと

589

593

618

645

672

701

710

Ａ が中国を統一する

聖徳太子（廏
うまや

戸
どの

皇子）が政治に参加する…………Ｂ

Ｃ が中国を統一する

大
たい

化
か

の改新が始まる………………………………Ｄ

Ｅ がおこる

大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

が出される………………………………Ｆ

Ｇ に都を移す

□
□
□

だいおう

□
□
□

□

□

Ⅰ�　朝廷は戸籍に基づき６歳以上の男女に決まった広さの農地をあたえ，ⓐ人々は様々な税，労
ろう

役
えき

，兵
へい

役
えき

を負担した。743年には，朝廷は農地を増やすためにⓑ開
かい

墾
こん

を奨
しょう

励
れい

する命令を出した。

Ⅱ�　794年に都がⓒ平
へい

安
あん

京
きょう

に移され，律令政治の立て直しがはかられた。やがてⓓ政治の実権は，ほかの貴

族をたくみに退けた藤
ふじ

原
わら

氏
し

の手に移った。このころ，ⓔ仮
か

名
な

文字がつくられ，国風文化が発達した。

□
□
□

□

□

□

□

□

□
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1 右の地図を見て，次の問いに答えなさい。⇨教科書P.20～29� （⑶各２点，他各４点）

⑴　地図中のＰの大陸では，約20万年前に，

私たちの直接の祖先である新人が誕生し

た。新人について正しく述べたものを次

から選び，記号で答えなさい。

ア　初めて打製石器を使うようになった。

イ　ラスコーの洞
どう

窟
くつ

の壁画を描いた。

ウ　Ｐに出現した最古の人類である。

� （ ）

⑵　古代文明が地図中のＡ～Ｄの地域で発生したのはなぜか。簡単に説明しなさい。

（ ）

⑶　地図中のＤの地域にできた国を次のように年代の古い順に示すとき，①～④にあてはまる国をあとのア～

エからそれぞれ選び，記号で答えなさい。

（　①　）/（　②　）/春
しゅん

秋
じゅう

・戦国時代/（　③　）/（　④　）

ア　秦
しん

　　　イ　周
しゅう

　　　ウ　殷
いん

　　　エ　漢
かん

� ①（ ）　②（ ）　③（ ）　④（ ）

⑷　地図中のＱは，２世紀ごろに⑶④の国とローマ帝国を結んでいた交易路である。この交易路を通じて，⑶

④の国からローマ帝国に運ばれたものは何か。� （ ）

⑸　地図中のＲでは，紀元前８世紀ごろに多くの都市国家が生まれた。この都市国家を何というか。

� （ ）

⑹　地図中のＳで三大宗教の１つを開いた人物はだれか。� （ ）

2 右の資料を見て，次の問いに答えなさい。⇨教科書P.30～35� （⑸⑹各 2点，他各 4点）

⑴　資料Ⅰの土器を何というか。

� （ ）

⑵　資料Ⅰの土器がつくられる

ようになった時代に関係の深

いものを次から選び，記号で

答えなさい。� （ ）

ア　土
ど

偶
ぐう

　　　イ　石
いし

包
ぼう

丁
ちょう

　　　ウ　須
す

恵
え

器
き

　　　エ　吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡

⑶　資料Ⅱのように，銅とすずをとかして混ぜ合わせてつくった金属器を何というか。�（ ）

⑷　資料Ⅱが日本に伝えられた時代には，むらに有力な指導者が現れるようになった。この時代にこうした指

導者が現れた理由を，Ⅰが使われた時代の食料を得る手段との違いから，説明しなさい。

（ ）

⑸　資料Ⅲの にあてはまる国の名を答えなさい。また，Ⅲは中国の何という国の歴史書の一部か。

� 国（ ）　歴史書の国（ ）

⑹　資料Ⅳのような形をした王・豪
ごう

族
ぞく

の墓を特に何というか。また，資料Ⅳのような墓の上に置かれた，人や

家などの形をした素焼きの土製品を何というか。� 墓（ ）　土製品（ ）

□

ローマ

洛陽
ルオヤン

らくよう

洛陽
ルオヤン

らくよう

Q

DC

P

S

A

R
B

□

□
□
□
□

□

□

□

□ Ⅰ Ⅱ ⅣⅢ
倭
わ

人
じん

の国は多くの国に分
かれている。そのなかで，
最も強い は，30ほ
どの小国をしたがえて，
女王の卑

ひ

弥
み

呼
こ

が治めてい
る。

□

□

□

□
□

□
□

得点

／100点
定期テスト対策 ||| |||

実施時間のめやす⇨ 分教科書

応用編

30P.20~51

世界の古代文明と宗教のおこり〜
古代国家の歩みと東アジア世界⑵

単元１
単元４

sg.tominaga
長方形

sg.tominaga
長方形

sg.tominaga
長方形
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3 次のＡ～Ｃの文を読んで，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.36～41� （⑵各 3点，他各 4点）

Ａ　聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（廏
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）は，蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

とともに政治を進め，ⓐ十七条の憲法を定めたり，冠
かん

位
い

十二階の制度を

取り入れたりした。また，ⓑ中国に使節を送り，中国の政治や文化などを学ばせた。

Ｂ　中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

は，蘇我氏を滅ぼし，ⓒ政治の改革を進めた。

Ｃ　710年，唐の長
ちょう

安
あん

にならってⓓ平
へい

城
じょう

京
きょう

がつくられ，784年に長
なが

岡
おか

京
きょう

に移るまで都となった。

⑴　右の史料は，下線部ⓐの一部を示している。史料から，聖徳太子はどのよ

うな政治のしくみを目指していたことが読み取れるか，簡単に説明しなさい。

（ ）

⑵　下線部ⓑの使節を何というか。また，このとき使節として派
は

遣
けん

された人物を答えなさい。

使節（ ）　人物（ ）

⑶　下線部ⓒについて，この改革の方針となった公地・公民とはどのような内容か，簡単に説明しなさい。

（ ）

⑷　下線部ⓓは，現在のどこにつくられた都か。都道府県名を答えなさい。� （ ）

4 右の年表を見て，次の問いに答えなさい。⇨教科書P.42～51� （⑸各３点，他各４点）

⑴　Ａについて，右の資料は，

調・庸
よう

の都への運
うん

搬
ぱん

日数を

示している。資料から，

人ほど，庸や調の負

担が大きかったことがわか

る。 にあてはまる内

容を簡単に書きなさい。

⑵　 Ｂ には，全国の国ごとにつくられた，自然や地理などを記した書物があてはまる。これを何というか。

� （ ）

⑶　Ｃが行われた目的を次から選び，記号で答えなさい。� （ ）

ア　都での仏教寺院の勢力を抑えるため。　　　　　イ　仏教を朝廷の役人に広く信仰させるため。

ウ　国
こく

司
し

が仕事を行うための場所をつくるため。　　エ　仏教によって，国の政治や社会を安定させるため。

⑷　Ｄのころ，唐から何度も遭
そう

難
なん

しながら来日し，日本に正式な仏教の教えを伝えた僧はだれか。

� （ ）

⑸　Ｅのころ，唐に渡り仏教を学んだ ① は，帰国後，

比
ひ

叡
えい

山
ざん

に延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を開き， ② 宗を広めた。 ①・

②にあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。

� ①（ ）　②（ ）

⑹　右の資料は，Ｆの藤原氏の系図である。藤原氏は，ど

のようにして朝廷の高い地位を独占したのか。資料を見

て，簡単に答えなさい。（ ）

⑺　Ｆのころに書かれた「源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

」の作者を答えなさい。� （ ）

□
三に曰く，詔

みことのり

をうけたま

わりては必ずつつしめ。

□
□

□

□

□ 3日以内
10日以内
20日以内
30日以内
31日以上

年代 できごと

701

713

741

752

794

1016

大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

が出される……………………Ａ

国ごとに Ｂ をつくる命令が出される

国ごとに国
こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を建立する

命令が出される…………………………Ｃ

東
とう

大
だい

寺
じ

の大仏が完成する………………Ｄ

平
へい

安
あん

京
きょう

に都を移す………………………Ｅ

藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

が摂
せっ

政
しょう

になる…………………Ｆ（ ）
□

□

□

房前
ふささき

光明子（聖武）
こうみょう し しょう む

不比等
ふ　ひ　と

鎌足
かまたり

冬嗣
ふゆつぐ

良房
よしふさ

基経
もとつね

忠平

穏子

時平

ただひら

ときひら

師輔
もろすけ

兼家
かねいえ

道長
みちなが

れいぜい

ご　す ざく

安子
あん し

おん しめい し

明子
（文徳）

（醍醐）

（村上）

（　　）は藤原氏の女子をきさきとした天皇

頼通

超子
ちょう し

威子（後一条）
い　し

嬉子（後朱雀）
き　し

妍子（三条）
けん し

彰子（一条）
しょう し

（冷泉）

は摂政 は関白

だい ご

□
□

□

□
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⑴　武士の登場…地方の豪
ごう

族
ぞく

や都の武官の中から武士がおこった。地方の武士は多くの家来を従えて武士団を形

成。10世紀中ごろ，平
たいらの

将
まさ

門
かど

が北関東で，藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が瀬
せ

戸
と

内
うち

地方で，周辺の武士団を率いて反乱をおこした。

⑵　武士の成長…武士団のうち，源
げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

が有力に。源
みなもとの

義
よし

家
いえ

は東北地方の戦乱をしずめ，源氏が東日本に勢力

拡大。奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏が平
ひら

泉
いずみ

（岩手県）を拠点に東北地方に勢力。平氏は西日本に勢力拡大。地方の武士らが開発し

た荘
しょう

園
えん

は皇族・貴族・寺社が領主となり，武士らは農民から年
ねん

貢
ぐ

を取り立てる。公領でも武士が年貢の取り立て。

⑴　院政と武士…藤原氏と関係のうすい後
ご

三
さん

条
じょう

天
てん

皇
のう

が位に就く/白
しら

河
かわ

天皇が上皇となって院政を開始/鳥
と

羽
ば

上皇

が寺社を厚く保護/保
ほう

元
げん

の乱
らん

と平
へい

治
じ

の乱がおこる/平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が源
みなもとの

義
よし

朝
とも

を破る。

⑵　源平の争乱…平清盛は太政大臣となり，兵庫（神
こう

戸
べ

市）の港を整備して日宋貿易/清盛が後白河上皇の院政を

停止/源頼
より

朝
とも

や源義
よし

仲
なか

などが平氏に対して挙兵/頼朝は源義
よし

経
つね

を送り平氏を壇
だん

ノ
の

浦
うら

で滅ぼす（壇ノ浦の戦い）。

⑴　鎌倉幕府…頼朝は国ごとに守
しゅ

護
ご

，荘園・公領ごとに地
じ

頭
とう

を置く/鎌倉幕府の成立（鎌倉時代の始まり）/源義

経と奥州藤原氏を攻め滅ぼす/征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられる。将軍と御
ご

家
け

人
にん

とは，御
ご

恩
おん

と奉
ほう

公
こう

による主従関係。

⑵　執権政治…頼朝の死後，北
ほう

条
じょう

時
とき

政
まさ

が実権をにぎり，北条氏が執権を代々独占（執権政治）/第３代将軍源実
さね

朝
とも

の暗殺/後
ご

鳥
と

羽
ば

上皇が挙兵（承
じょう

久
きゅう

の乱）/幕府はこれをしずめ，京都に六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

を置く/北条泰
やす

時
とき

が政治の判

断の基準となる御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
じょう

永
えい

式目）を制定。

⑴　地頭の支配…地頭に任じられた武士は簡素な屋敷に住み，武芸の訓練を行い「弓馬の道」「武
もののふ

士の道」を追究。

領地は女子にも分割相続。幕府は地頭と領主の争いを下
した

地
じ

中
ちゅう

分
ぶん

で解決。

⑵　農業と商業…牛馬が農作業に利用され，草木の灰が肥料とされ，二

毛作が行われた。寺社の門前や交通の要地で定期市が開かれた。

⑴　鎌倉文化…武士の好みを反映した写実的で力強い文化。

①　東
とう

大
だい

寺
じ

南大門が再建され，運
うん

慶
けい

らの金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

を収める。

②　「新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

」（藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

，西
さい

行
ぎょう

など）や「方
ほう

丈
じょう

記
き

」（鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

）。�

「平
へい

家
け

物語」（琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

が語る）。「徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

」（兼
けん

好
こう

法
ほう

師
し

）。写実的な似
にせ

絵
え

。

⑵　鎌倉仏教…わかりやすく，実行しやすい教えが広まった。

武
ぶ

士
し

の成長（図表のワーク 　①～④）教科書 P.₆₄・₆₅1

前九年合戦・後三年合戦

中尊寺金色堂を建てる

米・布・絹など 国司が支配する荘園以外の土地
院政から武士の政権へ（図表のワーク 　⑤～⑩）教科書 P.₆₆・₆₇2

荘園の整理 上皇となった後，摂政・関白の力�
をおさえて政治

寺社も多くの荘園を持ち，武装した僧兵をかかえる

娘を天皇のきさきとして権力を強める 平氏は厳島神社で航海の安全をいのる

鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成立と執
しっ

権
けん

政治（図表のワーク 　⑪～⑲）教科書 P.₆₈・₆₉3

御恩は領地をあたえる。奉公は幕府などを警備

朝廷の監視

武士の慣習に基づく
武士と民衆の生活（図表のワーク 　⑳～�）教科書 P.₇₀・₇₁4

土地の半分を地頭にあたえる

同じ田畑で米と麦を交互につくる
鎌倉時代の文化と宗教（図表のワーク 　�～�）教科書 P.₇₂・₇₃5

てい　か

神への信仰を仏教に取りこむ神仏習合も広まる

▲ Ⓐ鎌倉幕府のしくみ
▲ Ⓒ御成敗式目（貞永式目）

▲ Ⓑ北条政子の訴え （吾
あ

妻
ずま

鏡
かがみ

）

侍　所
さむらい　　 どころ

政　所
まん　　 どころ

問注所
もんちゅうじょ

守　護
しゅ　　 ご

地　頭
じ　 とう

六波羅探題
ろく　は　ら　たんだい

将

　軍

〈
中
央
〉

〈
地
方
〉

（幕府の財政など）

（裁判）
し
ょ
う

　
　
　ぐ
ん

執

　権

し
っ
　
　け
ん

評
定
衆

（ （荘園や公領の管理・
年貢の取り立て・警
察

（ （国内の軍事・警察・
御家人の統率

（ （京都の警備・朝廷の監視・
西日本の武士の統率

（ （御家人の統率・
軍事

ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ゅ
う

評定

▲ Ⓓ鎌倉時代の新しい仏教

宗派 開祖 特色

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
唱
え
る

浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

法
ほう

然
ねん

浄土信
しん

仰
こう

の教えを徹
てっ

底
てい

浄土真宗 親
しん

鸞
らん

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

を信じる心

時
じ

宗
しゅう

一
いっ

遍
ぺん

踊
おどり

念仏，念仏の札
ふだ

日
にち

蓮
れん

宗
（法
ほっ

華
け

宗）
日蓮 法

ほ

華
け

経
きょう

の題
だい

目
もく

を唱える

禅ぜ
ん

宗し
ゅ
う

臨
りん

済
ざい

宗 栄
よう

西
さい

えいさい 座
ざ

禅
ぜん

により自分の力で
さとりを開く曹

そう

洞
とう

宗 道
どう

元
げん

一　諸
しょ

国
こく

の守
しゅ

護
ご

の職務は，頼朝公の時代に
定められたように，京都の御

ご

所
しょ

の警備と，
謀
む

反
ほん

や殺人などの犯罪人の取りしまりに
限る。

一　武士が20年の間，実際に土地を支配し
ているならば，その権利を認める。

一　女性が養子をとることは，律
りつ

令
りょう

では許
されていないが，頼朝公のとき以来現在
に至るまで，子どものない女性が土地を
養子にゆずりあたえる事例は，武士の慣
習として数え切れない。

みなの者，よく聞きなさい。これ

が最後の言葉です。頼
より

朝
とも

公が朝
ちょう

廷
てい

の

敵を倒し，幕
ばく

府
ふ

を開いてこのかた，

官職といい，土地といい，その恩は

山より高く，海より深いものでした。

みながそれに報
むく

いたいという志はき

っと浅くないはずです。名
めい

誉
よ

を大事

にする者は，ただちに逆
ぎゃく

臣
しん

をうち取

り，幕府を守りなさい。

教科書

学習のまとめ

単元
P.64〜73武士の政権の成立5



5 　武士の政権の成立

41

　武士の登場と成長

地方の豪
ごう

族
ぞく

や都の武官の中から，武士がおこる 武士団を形成

北関東で　　　　　　　　　　　
が反乱 武士の台頭

　東日本の　　　　　　
が有力な武士団

瀬戸内で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西日本の

　　　　　…白
しら

河
かわ

上
じょう

皇
こう

や鳥
と

羽
ば

上皇が摂
せっ

政
しょう

や関白をおさえて政治。　　　　　が上皇のもとに集まる

保
ほう

元
げん

の乱と　　　　　の乱 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

を破った　　　　　　　が勢力を広げた

平
へい

氏
し

の政権　…⑧は武士として初めて太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

に任じられた 　　　　　（神
こう

戸
べ

市）の港を整備し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国の宋
そう

との貿易で利益を上げた

源
げん

平
ぺい

の争
そう

乱
らん

　…平氏に対する反感が高まり，諸国の武士たちが挙兵

　　　　　　 平氏は　　　　　　　によって，壇
だん

ノ
の

浦
うら

で滅ぼされた

鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成立　

　・⑩の兄の　　　　　　　は，国ごとに　　　　　を，荘
しょう

園
えん

や公
こう

領
りょう

ご

　　とに　　　　　を置いた

　・⑪は，⑩と　　　　　を拠点としていた奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏を滅ぼした

　・⑪は征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられ，役所を整備

　　　 将軍と御
ご

家
け

人
にん

の間に　　　　　と奉
ほう

公
こう

の主従関係

　⑪の死後，北
ほう

条
じょう

時
とき

政
まさ

が実権をにぎった

　　 　　　　　の地位を独占した北条氏が勢力を拡大

・　　　　　の乱…後
ご

鳥
と

羽
ば

上皇が挙兵 幕府の勝利

　　　　　　　　　 幕府は京都に　　　　　　　　　　　を設置

執権政治の確立　…北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

は政治の判断の基準となる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を制定

世紀

₁₀

₁₁

₁₂

₁₃

▼鎌倉仏教▼鎌倉文化

宗派

　　　　　宗

浄土真宗

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
唱
え
る

開祖

法
ほう

然
ねん

時
じ

宗
しゅう

　　　　　宗 日
にち

蓮
れん

禅ぜ
ん

宗し
ゅ
う

　　　　　宗
しゅう

栄
よう

西
さい

えいさい

曹
そう

洞
とう

宗
しゅう絵画 肖像画…似絵

文学

「　　　　　　　　　　　　　」…藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

・西
さい

行
ぎょう

など

「　　　　　　　　　」…琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

によって語り伝えられた

「　　　　　　　」…兼
けん

好
こう

法
ほう

師
し

の随筆

てい か

建築 東
とう

大
だい

寺
じ

南大門の再建…宋
そう

の様式を取り入れた

彫刻 金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

…　　　　　らが制作

①

②

③

④

⑤

⑦ ⑧

⑨

⑩

⑪

�

⑬

⑮

⑭

⑯

⑰

⑱

⑲

⑫

⑥

�

�

�

�

�

�

�

�

�

武士の生活
・⑬と領主の間に争い/幕

府は土地の半分を⑬にあ

たえる下地中分で解決

・武士は「⑳ の道」

や「武
もののふ

士の道」を重視
民衆の動き

・農作業に牛や馬を利用

・草木を焼いた灰を肥料に

使用

・同じ田畑で米と麦を交互

につくる�

が始まった

・寺社の門前や交通の要地

で� が開か

れるようになった

学習のまとめを見て
図表を完成させよう。

学習のまとめを見て
図表を完成させよう図 表 の ワ ー ク
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次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　地方の武士は，多くの家来を従えて を形成していった。� （ ）

⑵　10世紀中ごろ，北関東では ① が，瀬
せ

戸
と

内
うち

地方では ② が反乱をおこした。

� ①（ ）　②（ ）

⑶　11世紀後半，東北地方で大きな戦乱がおこったが，源
げん

氏
じ

の がこれをしずめた。�（ ）

⑷　東北地方では，平
ひら

泉
いずみ

（岩手県）を拠点として 氏が勢力を強めた。� （ ）

　　

次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　1086年，白
しら

河
かわ

天皇は位をゆずって上
じょう

皇
こう

になり， を始めた。� （ ）

⑵　12世紀半ば，京都で ① がおこり，この内乱で源
みなもとの

義
よし

朝
とも

を破った ② が勢力を広げた。

� ①（ ）　②（ ）

⑶　⑵　②は中国の宋
そう

との貿易を進めるため， の港を整備した。� （ ）

⑷　平
へい

氏
し

に対抗して兵を挙げた源頼
より

朝
とも

は，弟の を送って平氏を攻めさせた。� （ ）

次の問いに答えなさい。

⑴　国ごとの軍事・警察を担当する役人を何というか。� （ ）

⑵　荘
しょう

園
えん

や公
こう

領
りょう

の管理や年貢の取り立てを行う役人を何というか。� （ ）

⑶　本格的な武士の政権を築き，1192年に征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられた人物はだれか。� （ ）

⑷　将軍が，御
ご

家
け

人
にん

が以前から所有していた領地を保護したり，新しい領地をあたえたりしたことを何という

か。　 � （ ）

⑸　将軍の力を弱めて幕府の実権をにぎった北
ほう

条
じょう

氏が独占した地位は何か。� （ ）

⑹　1221年に後
ご

鳥
と

羽
ば

上皇が挙兵して，幕府軍に敗れたできごとを何というか。� （ ）

⑺　⑹の後，朝
ちょう

廷
てい

を監視するため，幕府が京都に設置した役所を何というか。� （ ）

⑻　1232年，北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

は政治の判断の基準を何という法令に定めたか。� （ ）

次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　地
じ

頭
とう

と領主との間にしばしば争いがおこった結果，土地の半分を地頭にあたえる という裁定が下さ

れることもあった。　 � （ ）

⑵　同じ田畑で米と麦を交互につくる が行われるようになった。� （ ）

⑶　寺社の門前や交通の要地では， が開かれるようになった。� （ ）�

　

次の問いに答えなさい。

⑴　後鳥羽上皇の命令で編集され，藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

や西
さい

行
ぎょう

らの歌を収めた和歌集を何というか。�（ ）

⑵　東
とう

大
だい

寺
じ

南
なん

大
だい

門
もん

に収められている金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

を制作したのはだれか。� （ ）

⑶　琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

によって語り伝えられた，武士の活躍を描いた文学を何というか。　� （ ）

⑷　一心に念
ねん

仏
ぶつ

を唱えることを説き，浄
じょう

土
ど

宗を開いた僧はだれか。� （ ）

⑸　法
ほ

華
け

経
きょう

の題
だい

目
もく

を唱えれば人も国家も救われると説いた僧はだれか。� （ ）

⑹　栄
よう

西
さい

や道
どう

元
げん

が伝えた，座
ざ

禅
ぜん

により自力でさとりを開こうとする宗派を何というか。�（ ）

武士の成長1

□

□
□

□

□

院政から武士の政権へ2

□

□
□

□

□

鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成立と執
しっ

権
けん

政治3

□

□

□

□

□

□

□

□

武士と民
みん

衆
しゅう

の生活4

□

□

□

鎌倉時代の文化と宗教5

□

□

□

□

□

□
えいさい

確　認　問　題 →類題演習　P.76
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1　 学習の
まとめ

　 1～ 3

2　 学習の
まとめ

　 4・ 5

1 右の年表を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　年表中の ①～③にあてはまる

役職名をそれぞれ答えなさい。

⑵　年表中のＡの にあてはまる政

治の名称を答えなさい。

⑶　Ａと同じころから平泉（岩手県）を拠
きょ

点
てん

として栄えた武士団は何氏か。

⑷　年表中のＢの３年後におこり，平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が源
みなもとの

義
よし

朝
とも

を破った戦乱を何というか。

⑸　年表中のＣについて，平清盛は中国

の何という国との貿易を進めたか。次

から選びなさい。

〔唐
とう

　　　魏
ぎ

　　　宋
そう

　　　隋
ずい

〕

⑹　年表中のＤについて，壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦いで平氏を滅ぼした人物はだれか。

⑺　年表中のＤと同じ年に，源頼
より

朝
とも

が国ごとに置き，軍事や警察にあたらせた役職

を何というか。

⑻　年表中のＥについて，源頼朝に忠誠を誓った武士を何とよんだか。

⑼　年表中のＦののち，幕府が京
きょう

都
と

に設置して，朝
ちょう

廷
てい

の監
かん

視
し

や西日本の武士の統率

にあたらせた役所を何というか。

⑽　年表中のＧを制定した人物を，次から選び，記号で答えなさい。

ア　北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ

　　　イ　北条時
とき

政
まさ

　　　ウ　北条泰
やす

時
とき

2 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。

鎌
かま

倉
くら

時代になると，武士は領地に屋敷を構え，農民を使って　農業を営んだ。

　荘園や公領に置かれた幕府の役人が土地や農民を勝手に支配するようになる

と，領主との間に争いがおこるようになった。

文化の面では，それまでの　繊
せん

細
さい

で優
ゆう

美
び

な貴
き

族
ぞく

の文化とともに，素
そ

朴
ぼく

で力強

い文化もおこり，武士の活躍を描いた文学もつくられるようになった。また，

成長した民衆や武士の心のよりどころとして，　新しい仏教が広まった。

⑴　下線部ⓐについて，鎌倉時代に行われるようになった，同じ田畑で米と麦を交

互につくる農業を何というか。

⑵　下線部ⓑの役人を何というか。

⑶　下線部ⓒについて，次の書物の名をそれぞれ答えなさい。

①　後
ご

鳥
と

羽
ば

上皇の命令で編集され，西行などの和歌を収めた和歌集

②　琵
び

琶
わ

法師により語り伝えられた，武士の活躍を描いた文学

⑷　下線部ⓓについて，禅
ぜん

宗
しゅう

を広めた僧を次から選び，記号で答えなさい。

ア　日
にち

蓮
れん

　　　イ　道
どう

元
げん

　　　ウ　親
しん

鸞
らん

　　　エ　法
ほう

然
ねん

□
□
□
□

□

□

□

□

□

□

□

□

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ

□

□

□

□

□

平
たいらの

将
まさ

門
かど

が反乱をおこす

白
しら

河
かわ

上
じょう

皇
こう

の が始まる�…Ａ

保
ほう

元
げん

の乱がおこる�……………Ｂ

平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が ① になる�………Ｃ

平
へい

氏
し

が滅びる�…………………Ｄ

源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が ② になる�………Ｅ

↕北条氏が ③ の地位に就く

承
じょう

久
きゅう

の乱がおこる�……………Ｆ

御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

が制定される�……Ｇ

で　き　ご　と

935

1086

1156

1167

1185

1192

1221

1232

年　代

②

③

⑴　①

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

②

⑶　①

⑴

⑵

⑷

練　習　問　題
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1 歴史上の人物が語った次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。

⑴　Ａ～Ｄにあてはまる人物名を，それぞれ答えなさい。

⑵　Ｂのころから現れた，寺社がかかえていた武装した僧を何というか。

⑶　Ｃの人物が中国との貿易を行うために整備した港を，次から選び，記号で答え

なさい。

ア　壇
だん

ノ
の

浦
うら

　　　イ　堺
さかい

　　　ウ　酒田　　　エ　兵庫（神
こう

戸
べ

）

⑷　Ｄの人物の配下の武士は，幕府などを警備し，Ｄのために生命をかけて戦った。

このような行いを何というか。

　

2 右の史料を読んで，次の問いに答えなさい。

⑴　史料Ⅰは，ある荘
しょう

園
えん

の農民が下線部ⓑの行い

を下線部ⓐに訴えた訴状の一部である。これを

読んで，次の問いに答えなさい。

①　下線部ⓐ・ⓑの間に土地をめぐる争いがお

こると，幕府は下
した

地
じ

中
ちゅう

分
ぶん

という裁きを下すこ

とがあった。下地中分とは何か，「半分」の語

句を使って，簡単に説明しなさい。

②　鎌倉時代に農村で行われるようになった，

農作業の新しい試みを次から選び，記号で答

えなさい。

ア　青銅器を農具として使った。

イ　石包丁を稲穂のかり取りに使った。

ウ　草木の灰を肥料として使った。

エ　高
たか

床
ゆか

倉庫に稲を収めるようになった。

⑵　史料Ⅱの法令を何というか。

⑶　史料Ⅱ中の ⓒ にあてはまる，国ごとに置かれた役職名を答えなさい。

⑷　1221年に幕府に対して後
ご

鳥
と

羽
ば

上皇が挙兵したできごとを何というか。また，こ

のできごとの直後，史料Ⅱ中の下線部ⓓに置かれた役所を何というか。

⑸　史料Ⅲの文学により描かれたものを，次から選び，記号で答えなさい。

ア　いきいきとした民衆の姿　　　　イ　平氏などの武士の活躍

ウ　地方の国ごとの自然・産物　　　エ　貴族の生活の様子

　

Ａ�　朝
ちょう

廷
てい

の政治に不満を感じた私は，
瀬
せ

戸
と

内
うち

地方で周辺の武士団を率いて
反乱をおこしました。

Ｃ�　私は武士として初めて太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

の
地位につき，娘を天皇のきさきとす
るなどして権力を強めました。

Ｂ�　私は天
てん

皇
のう

の位をゆずった後，初め
て上皇として政治を行い，摂

せっ

政
しょう

や関
白の力をおさえました。

Ｄ�　私は鎌
かま

倉
くら

を本拠地として武士をま
とめ，源

みなもとの

義
よし

経
つね

を送って平
へい

氏
し

を攻め滅
ぼしました。

□

□

□

□

Ⅰ　阿
あ

氐
て

河
がわの

荘
しょう

の農民の訴状

一 　　領主に納める材木のことで
すが，　地頭が上京するとか，
あるいは近所の労役だとかいっ
ては，このように人夫として地
頭の所でこき使われるので，ひ
まがないのです。� （部分要約）

ⓐ
ⓑ

Ⅱ

一 　諸国の ⓒ の職務は，頼
より

朝
とも

公の時代に定められたように，
　京都の御所の警備と，謀

む

反
ほん

や
殺人などの犯罪人の取りしまり
に限る。� （部分要約）

ⓓ

Ⅲ

祇
ぎ

園
おん

精
しょう

舎
じゃ

の鐘
かね

の声，諸行無常の響
ひび

きあり。娑
しゃ

羅
ら

双
そう

樹
じゅ

の花の色，盛
じょう

者
しゃ

必
ひっ

衰
すい

のことわりをあらわす。

□

□

□

□

□
□

□

1の答え

2の答え

⑵

⑶

⑶

⑷

⑷挙兵

⑸

②

役所

Ｂ

Ｃ

Ｄ

⑴　①

⑴Ａ

⑵

Keyプラス



5 　武士の政権の成立

45

1 左の源氏と平氏の系図を見て，問いに答えなさい。

⑴　系図中の①～③にあてはまる戦乱について説明したものを，次からそれぞ

れ選び，記号で答えなさい。� ①（ ）　　②（ ）　　③（ ）

ア　東北地方の武士どうしの争いをきっかけにおこった。

イ　朝
ちょう

廷
てい

の政治に不満を感じる武士団が北関東で反乱をおこした。

ウ　天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

のあとつぎをめぐる対立を原因としておこった。

エ　天皇と上皇の対立などを原因としておこった。

⑵　系図中の②の戦乱の後から12世紀前半にかけて，源氏と平氏はどの地域に

勢力を広げたか。簡単に説明しなさい。

�（ ）

⑶　系図中のＡ・Ｂの天皇や上皇について説明したものを，次からそれぞれ選

び，記号で答えなさい。� Ａ（ ）　　Ｂ（ ）

ア　荘
しょう

園
えん

の増加をおさえるなどの政治改革を行った。

イ　都を平
へい

安
あん

京
きょう

に移した。

ウ　「新古今和歌集」の編集を命じた。

エ　上皇となった後，摂
せっ

政
しょう

や関白の力をおさえ，初めて院政を行った。

⑷　系図中の③の戦乱の後，Ｃがさらに権力を強めた方法を，「娘」の語句を使

って簡単に説明しなさい。

�（ ）

⑸　左の史料は，ある戦乱に際して北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ

が行った演説の内容である。この

戦乱を引き起こした人物を系図中のア～ウから選び，記号で答えなさい。

　 � （ ）

⑹　史料中の にあてはまる人物名を，系図中から選んで答えなさい。

� （ ）

2 左の資料を見て，問いに答えなさい。

⑴　資料Ⅰの に描かれている，時
じ

宗
しゅう

を開き，諸国をめぐり歩い

て信仰をすすめた僧
そう

はだれか。� （ ）

⑵　⑴の僧が重んじたものを，次から選び，記号で答えなさい。

ア　「南
な

無
む

阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

」という念仏� （ ）

イ　神仏習合　　　ウ　座
ざ

禅
ぜん

　　　エ　法
ほ

華
け

経
きょう

の題目

⑶　資料Ⅰのころ，商業ではどのような動きが見られるようにな

ったか。資料Ⅰを参考にし，「定期市」と「寺社」，「交通」の３

つの語句を使って簡単に説明しなさい。

�（ ）

⑷　運
うん

慶
けい

がつくった資料Ⅱの彫刻作品の名と，この彫刻が収められた建物の名をそれぞ

れ答えなさい。� 彫刻（ ）　　建物（ ）

⑸　随筆「徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

」の中で，いきいきとした民衆の姿を取り上げた人物を，次から選び，

記号で答えなさい。� （ ）

ア　鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

　　　イ　兼
けん

好
こう

法
ほう

師
し

　　　ウ　西
さい

行
ぎょう

　　　エ　藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

〈源氏〉 〈平氏〉
高
望
王

平
国
香
貞
盛

（
北
条
氏
）

将
門

維
衡

正
盛

忠
盛

③清
盛

重
盛

宗
盛

徳
子

安
徳

忠
正

後
三
条

A

ィ

ァ

ゥ

B

C

□

□

□

□

□

□

□

太
字
は
天
皇
、
　
　は
女
性

は
省
略
部
分

た
か
も
ち
お
う

た
い
ら
の

く
に
か

源
経
基

み
な
も
と
の

つ
ね
も
と

頼
信
よ
り
の
ぶ

頼
義
よ
り
よ
し

義
家
よ
し
い
え

為
義
た
め
よ
し

（
足
利
氏
）

あ
し
か
が

義
朝
よ
し
と
も

為
朝
た
め
と
も

義
平
よ
し
ひ
ら

頼
朝
よ
り
と
も

義
経
よ
し
つ
ね

義
仲
よ
し
な
か

さ
だ
も
り

ほ
う
じ
ょ
う

ま
さ
か
ど

ご
さ
ん
じ
ょ
う

宇
多
う
だ

清
和
せ
い
　
わ

白
河
し
ら
か
わ

後
白
河

ご
　し
ら
か
わ

高
倉
た
か
く
ら

後
鳥
羽

ご
　と
　
ば

鳥
羽
と
　
ば

崇
徳
す
と
く

あ
ん
と
く

こ
れ
ひ
ら

ま
さ
も
り

た
だ
も
り

た
だ
ま
さ

き
よ
も
り

し
げ
も
り

む
ね
も
り

と
く
こ

①

②

□ □ □

□

□ □

　みなの者，よく聞きなさい。…
公が朝廷の敵を倒し，幕府

を開いてこのかた，官職といい，
土地といい，その恩は山より高く，
海より深いものでした。…名誉を
大事にする者は，ただちに，逆臣
をうち取り，幕府を守りなさい。
 （吾妻鏡）

□

□

□

Ⅰ
□

□

□Ⅱ

□ □

□

てい　か

得点アップ！ここで

sg.tominaga
長方形

sg.tominaga
長方形


